
記入にあたり

直近の売上高 単位：円 比較月の売上高 単位：円

Ａ ～ 円 Ｂ ～ 円

年 月 円 年 月 円

年 月 円 年 月 円

新型コロナウイルス感染症の影響を受け始めた月

令和 年 月 ※令和２年２月以降、売上減少等の影響を受け始めた月を記入

Ｃの積算理由（いずれかに○印をつける）

1 申請日現在の受注数より積算した。

2 最近１か月の減少見込みと同様に推移すると見込んだ。

3 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ａ欄の計算書

⑥＞❻の場合のみ、弾力運用を利用できます。

⑥には、申請月の前月（前月が未集計の場合は前々月）の売上高を記入。週の売上高を月換算することはできません。

①～⑤には、⑥と続いた前５か月の売上高を記入。前年同月も同様。例)⑥11月の場合、①6月②7月③8月④9月⑤10月

単位：円 単位：円

① 円 ❶ 円

② 円 ❷ 円

③ 円 ❸ 円

④ 円 ❹ 円

⑤ 円 ❺ 円

⑥ 円 ❻ 円

円 円

⑦ 円 ❼ 円

売上高等について、上記のとおり相違ありません。

住所

事業所名

連絡先

令和4年1月1日更新版

月の平均売上高

中小企業信用保険法第２条第５項第４号及び５号に関する試算表２

（新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方のうち、弾力運用を希望する方）

Ｃには、⑥と続いた後２か月を記入してください。　例）⑥が２月の場合、Ｃは３月と４月

比較月（Ｂ及びＤ）が、影響を受け始めた月以降と重なる場合は、前々年同月を比較月に記入することができます。
例）令和２年２月から影響を受け、⑥に令和２年１２月を記入する場合。❻に令和元年１２月、Ｄに令和２年１月と平成３１年２月を記入。

５号認定のうち、様式（イ）－①～③（通常様式）を利用する方は、この試算表２は利用できません。

前年同月の売上高

Ｃ Ｄ

申請者

月の平均売上高

月 売上高 月

６か月合計  ６か月合計  

６か月平均
（Ａ）  

６か月平均
（Ｂ）  


